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資料館だより資料館だより ２０23. 9 .２５（年４回発行）

「人と環境を大切にする県部広域拠点都市・沼津」

Vol.48 No.2（通巻２39号）

　吉田町の榊原公幸さんから提供された昭和初期の狩野
川流域の治

ち
水
すい

事業の進
しん

捗
ちょく

状況を示す資料を紹介します。
　狩野川の治水事業の計画は、昭和４年に内

ない
務
む

省
しょう

横浜
土木出張所から発行された『狩野川改修工事計画概要』
にその計画概要が記されています。これには計画平面
図も添

てん
付
ぷ

されていますが、この図に昭和９年（１９３４）１１月
現在の工事の進捗状況を書き加えたのがこの平面図です。
　計画概要によれば改修工事は昭和２年度から１４年度
までの１３箇年度継続事業として総工費予算６３５万円を
以って施工するもので、その範囲は修善寺町から海に
至る２６㎞に黄瀬川合流点から上流１㎞を加えた２７㎞で
した。その要

よう
旨
し

は洪水による各種損害を防止し、併
あわ

せ
て沿岸耕地の排水を良くするものであり、工事内容は
概
おおむ

ね両岸に新堤を築き、大平の蛇
だ

行
こう

部を新たに掘削し
て直通し、墹

まま
之
の

上
うえ

・徳倉の狭
きょう

隘
あい

部は掘削して拡幅し、
洪水を快

かい
通
つう

ささせ、下流部は川幅を拡張し、新堤を築
くとともに堤外を掘削し、低水路を浚

しゅん
渫
せつ

し、舟
しゅう

運
うん

の利

便も向上させるというものでした。
　昭和４２年、建設省沼津工事事務所発行の『狩野川放
水路工事誌』によれば、上香貫大

おお
洞
ぼら

に改修事務所を設
置し、実際に工事に着手したのは昭和４年からでした。
その後、昭和８年に期間が３か年延長され１７年度までと
なり、それ以後も継続事業として小規模な改修工事が続
けられ、昭和２３年度頃に打

うち
切
きり

竣
しゅん

功
こう

で終了したようです。
　この図は、計画期間延長直後にそれまでの進捗状況
を示したものと見られます。この時点で大平地区の蛇
行部の短

たん
絡
らく

水路の掘削や両岸の築堤、上香貫地区の流
路拡幅掘削や築堤も概ね完了しています。河口部の両
岸の掘削と築堤は工事中です。
　『狩野川放水路工事誌』には、昭和８年の竣工図が載

の

せられていますが、それによると大平地区の蛇行部の築
堤は完了していますが、短絡水路はまだ掘削中の様です。
　昭和６３年、清水町外

そと
原
ばら

区
く

発行の『外原』に掲載され
ている『大平捷

しょう
水
すい

路
ろ

通水式記念絵葉書』には「９．７．
２９通水記念」のスタンプが押されており、掘削は昭和
９年７月に通水できるまでに進捗したと見られます。

狩野川改修計画平面図（部分）　昭和９年１１月
内務省横浜土木出張所発行
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出
いず

雲
も
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隠
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　　敏
さとし

出
いず

雲
も

松
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江
え

歴史館で白隠の展示
　本年４月島根県にある松江市立松江歴史館は「出雲
国の白

はく
隠
いん

・大
たい

雅
が

・風
ふう

外
がい

―往来する禅と書画」と銘
めい

打
う

っ
て大がかりな企画展を開催した。偶

たま
々
たま

旧
きゅう

知
ち

の、５年前
静岡市美術館で大規模展示「駿河の白隠さん」を実施
した当時の学芸員（現静

せい
嘉
か

堂
どう

文庫美術館）の美術史家
吉田恵理さんが助言、協力した御縁で図録を頂

ちょう
戴
だい

する
白隠冥

みょう
利
り

に浴
よく

した。
　一覧したところ、遠国出雲の地に５点の自

じ
画
が

賛
さん

と墨
ぼく

蹟
せき

２点、そして禁
きん

書
しょ

とされた「辺
へ

微
び

意
い

知
ち

吾
ご

」までが見
出され、公開されている。４０年前当資料館の特別展「白
隠とその時代」にはじまり「沼津市史」においても白
隠を取り上げ、『白隠　江戸の社会変革者』（岩波書店）
を公

おおやけ
にした研究者の一人として地元沼津の関係者にも

知ってもらうべく老
ろう

耄
もう

に鞭
むち

打って紹介の労を果たした
いと念ずる次第である。まず、以下８点を表示する。
白隠出雲のお宝　

番号 書　　画 所蔵寺院 備　考

1
大応国師図・大灯国師図・
関山国師図（3 幅）

天倫寺蔵 明和２年（１７６５）作

2 出山釈迦図 天倫寺蔵

3 蘆葉達磨図 永徳寺蔵

4 瀧見観音図 永徳寺蔵

5
墨蹟　北野天満宮・大弁財
尊天・娑竭羅龍王

永徳寺蔵

6 鍾馗鬼味噌図 海禅寺蔵

7 墨蹟　百寿字 蔭凉寺蔵 明和４年（1767）作

8 仮名法語　辺微意知吾 蔭凉寺蔵

　白隠の精
せい

髄
ずい

を一
いち

瞥
べつ

するこのような白隠さんのお宝が
何
なに

故
ゆえ

に山
さん

陰
いん

出雲から発掘されたのか。その経緯を探る
ことから白隠の隠れた実像が浮かび上がって来るので
はなかろうか。そこで展示を担当した松江歴史館学芸
員の藤岡奈緒美さんにご協力を仰いで出雲白隠遺産の
謎に迫ってみたい。
出雲の鵠

こく
林
りん
門
もん
下
か
円
えん
桂
けい
祖
そ
純
じゅん
・葦

い
津
しん
慧
え
隆
りゅう

　白隠は、本
ほん

末
まつ

・檀
だん

家
か

制度に安
あん

居
きょ

して黙
だま

って坐
すわ

ってい

れば悟
さと

りを得らえると「枯
こ

坐
ざ

黙
もく

照
しょう

」に堕
だ

落
らく

した宗門を憂
うれ

い、禅宗刷
さっ

新
しん

を糾
きゅう

合
ごう

し、自
みずか

ら松蔭寺に籠
ろう

居
きょ

、厳しい修
業に専念した。白隠に賛同、教えを乞

こ
い、参禅する青

年修行僧の雲
うん

水
すい

が全国各地から雲
うん

集
しゅう

した。原宿の一末
寺に過ぎない松

しょう
蔭
いん

寺
じ

は雲
うん

水
すい

・行
あん

脚
ぎゃ

の僧で溢
あふ

れかえった
という。往

おう
時
じ

の修業の凄
すざ

まじさは今も境内に林
りん

立
りつ

する、
志
こころざし

半
なか

ばで亡くなった雲水の墓碑群が何よりの証
あかし

である。
　出雲から参禅、修業後帰国した２人の鵠林門下の禅
僧は判明する。元

げん
文
ぶん

４年（１７３９）から寛
かん

保
ぽう

１年（１７４１）
の３年間、５０代半ばの革

かく
新
しん

の熱情に燃
も

える師に随
ずい

従
じゅう

し
た円桂祖純と葦津慧隆である（「白隠慧鶴基本年譜」）。
祖純は宝

ほう
暦
れき

４年（１７５４）松江城下の天
てん

倫
りん

寺
じ

七世、慧隆
は宝暦９年（１７５９）出雲郡学

がく
頭
とう

村（現出
いず

雲
も

市斐
ひ

川
かわ

町）
の永

えい
徳
とく

寺
じ

四世の住
じゅう

持
じ

となって帰国する。その後慧隆は
明
めい

和
わ

１年（１７６４）晩年の白隠の下に近
きん

侍
じ

、執
ひつ

事
じ

を務
つと

めて
いる。祖純も明

めい
和
わ

２年８１歳の白隠から１の「大
だい

応
おう

国
こく

師
し

図
ず

」
を贈られているので近くに奉仕していたとも考えられる。
　２人は旧松江藩士の家に生まれ、６代松江藩主松

まつ
平
だいら

宗
むね

衍
のぶ

の信心、保護に厚いものがあったといわれる。白
隠出雲のお宝の１・２は祖純、３・４・５は慧隆が
各
おの

々
おの

師白隠からもらって持ち帰り、天倫寺、永徳寺に
襲
しゅう

蔵
ぞう

されたものであろう。
鵠林門下素

そ
経
きょう
元
げん
膺
おう
の「帰

き
国
こく
証
しょう
文
もん
」

　一方蔭
いん

凉
りょう

寺
じ

が所蔵する晩年の白隠の迫力を伝える２
点は如

いか
何にして出雲に招

しょう
来
らい

したのか。
　蔭凉寺が所蔵する、白隠が亡くなる前年の明

めい
和
わ

４年
（１７６７）４月松蔭寺が松江藩寺社役所に宛発行した雲
州仁

に
多
た

郡
ぐん

三
み

沢
さわ

（現奥出雲町）妙
みょう

厳
ごん

寺
じ

（現蔭凉寺）弟子
膺
おう

首
しゅ

座
ざ

の「帰国証文」からその経緯が明らかになって
来る。膺首座とは晩年の白隠に参禅、近

きん
侍
じ

した鵠林門
下の素経元膺である。
　膺首座こと素経元膺は「去丑年八月当山被致掛搭逗
留」（去

さ
ぬる丑

うし
年八月から松蔭寺で修業のため逗

とう
留
りゅう

）し
ていた。「去

さる
丑
うし

年
どし

」は宝
ほう

暦
れき

７年（１７５７）に当たると考えら
れるので、元膺はまる１０年もの間松蔭寺の白隠の膝

しっ
下
か

に

　
　
帰
国
証
文
之
事

一
雲
州
仁
多
郡
三
沢
妙
厳
寺
弟
子

　
膺
首
座
去
丑
八
月
当
山
被
致
掛
搭

　
逗
留
中
於
宗
門
別
条
無
之
候  

今
般
被

　
致
帰
国
候
ニ
付
宗
門
証
状
仍
而
如
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
駿
州
原
宿
禅
宗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
蔭
寺

□印

　
　
明
和
四
年
亥
四
月

　
　
雲
州
　
寺
社
御
役
所

　（
継
紙
）　
　
　
　（
割
り
印
）

　
以
此
証
文
右
膺
首
座
其
寺
可
被
差
置
候
、
以
上

　
　
明
和
四
丁
亥
五
月
六
日
　
　
今
村
主
部
○印

　
　
※
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
忠
右
衛
門
○印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
井
源
太
夫
○印

　
　
　
仁
多
郡
三
沢
村

　
　
　
　
　
　
　
　
妙 

厳 

寺

※
（
張
り
紙
）「
返
り
証
文
可
差
出
候
」
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「帰
き

国
こく

証
しょう

文
もん

」（蔭凉寺蔵） 仮名法語　「邊
へ

微
び

意
い

知
ち

吾
ご

」（文末部分・蔭凉寺蔵）

仮名法語　「邊
へ

微
び

意
い

知
ち

吾
ご

」（文頭部分・蔭凉寺蔵）

墨蹟　「百
ひゃく

寿
じゅ

字
じ

」（蔭凉寺蔵）

参
さん

禅
ぜん

修
しゅ

行
ぎょう

していたことになる。白隠７３歳から８３歳晩年の
白隠の身辺に近侍して師を支えた鵠林門下でもあった。
白隠は元膺の帰

き
山
ざん

に際し、松江藩寺社方に「帰国証文」
を持参させ見送ったのである。更

さら
に今蔭凉寺が所蔵す

る２点を自らが筆を執
と

って元膺に持たせ帰国させた。
死
し

期
き

を悟
さと

った白隠の末
まつ

期
ご

の贈り物であったろう。晩年
の師弟関係が彷

ほう
彿
ふつ

として来るものがある。
元膺に托

たく
された贈り物―禁

きん
書
しょ
「邊

へ
微
び
意
い
知
ち
吾
ご
」

　元膺が白隠から贈られたのは絵画ではなく、墨蹟で
あった。白隠は当時としては８０歳の傘

さん
寿
じゅ

を超
こ

えた希
け

有
う

な長
ちょう

寿
じゅ

であった。長寿な白隠が目
め

出
で

度
た

いことぶきの
「壽」の字を真ん中にたっぷりと墨書し、周囲を百種
の篆

てん
書
しょ

体
たい

の「壽」で埋
う

め尽
つ

くしたのが７の「百
ひゃく

寿
じゅ

字
じ

」
である。「維

これ
時
とき

明
めい

和
わ

第四丁
ひのと

亥
い

歳
とし

孟正吉祥日」の自
じ

賛
さん

が
あり、元膺が白隠の下

もと
を離れる帰国証文の５月６日よ

り５か月前の正月に揮
き

毫
ごう

されたことが判明する。
　驚かされたのは白隠の心

しん
髄
ずい

ともいうべき「邊微意知
吾」の存在である。全長１１ｍ６㎝に及ぶ、ひしひしと
筆
ひつ

圧
あつ

を感じる渾
こん

身
しん

を込めた大作である。
　白隠は僧院に安

あん
住
じゅう

せず、広く民衆の暮らしの現実に
目を向け、提

てい
唱
しょう

、説
せっ

法
ぽう

をくりかえした異
い

形
ぎょう

の禅僧であっ
た。時代は１８世紀半ば、２世紀半にわたる江戸の平和
は大きな曲がり角に直面していた。奢

しゃ
侈
し

に溺
おぼ

れ、藩財
政が破

は
綻
たん

し、これを補
おぎな

おうと、領民への苛
か

斂
れん

誅
ちゅう

求
きゅう

が強
きょう

行
こう

され、惣
そう

百
びょく

姓
しょう

一
いっ

揆
き

が頻
ひん

発
ぱつ

していた。宝暦４年（１７５４）
白隠は暗

あん
君
くん

が酷
こく

吏
り

を登
とう

用
よう

して領民を搾
さく

取
しゅ

する悪政を糾
きゅう

弾
だん

し、仁
じん

君
くん

・仁
じん

吏
り

による仁
じん

政
せい

の治
ち

国
こく

治
ち

民
みん

を建
けん

言
げん

、訴
うった

え
た、その書が「邊微意知吾」に結

けっ
晶
しょう

したのである。
　この「邊微意知吾」は、まず既

き
知
ち

の「邊鄙以知吾」（全
集５巻所収）と表記が異なる。更なる相違点は既知の「邊
鄙以知吾」が献上先を「何某の国何城の大主何姓何某
侯」とお上を憚

はばか
ってか隠しているのに対し「備陽岡城之

太守豫州殿下近侍の需に応セし」と岡山藩第４代藩主
池
いけ

田
だ

伊
い

予
よの

守
かみ

宗
むね

政
まさ

であることを暗
あん

示
じ

している。岡山藩３代
藩主池田継

つぐ
政
まさ

の需
もと

めに応
こた

えて献上されたという通説とも
異なり継政を後

こう
継
けい

する宗政としている。新
しん

知
ち

見
けん

である。
　「嗟

ああ
危
あやう

いかな」とお上の治世を弾劾した「邊鄙以知吾」

は危ない著作である。お上
の忌

き
諱
き

に触
ふ

れ、禁書・絶版
に処せられた。そのため秘
書に等しいといわれる。
　蔭凉寺所蔵の「邊微意知
吾」は、死の前年に既知の

「邊鄙以知吾」とは別に新
らたに岡山藩主池田宗政に
献上したことを敢

あ
えて明記

して書き直されたのではな
かろうか。そして「邊微意
知吾」と改め、禁書の正本
として元膺の帰国に際し、
出雲の地に遺

のこ
ることを慮

おもんぱか
っ

て托
たく

したのであろう。
　白隠の名声を慕

した
い、全国

各所の禅宗寺院から松蔭寺
に結集した雲水、行脚の青
年僧は、厳

げん
粛
しゅく

な修行に耐え、師白隠の遺
い

訓
くん

ともいうべ
き自筆の書画を土

みや
産
げ

に、帰国、帰山し、師の教えを伝
えた。出雲の鵠林門下３人はその最たる事例である。
今後は、数十から百に達すると思われる帰国、帰山し
た鵠林門下に着目し、彼らを追及することによって白
隠研究が一層深化することが期待される。
　なお、写真は企画展図録から転載させていただいた。

2023.6.20 脱稿　（国立歴史民俗博物館名誉教授）
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　２階展示室に於いて、市制１００周年記念の企画展「絵
葉書に見る１００年まえの沼津」を開催しました。
　宛

あて
名
な

面の形式から、沼津市が成立した大正１２年
（１９２３）７月１日前後の大正７年（１９１８）から昭和８
年（１９３３）までに発行されたと考えられる絵葉書の写
真から当時の市内の姿を振り返るものでした。
　また、夏休み中には体験コーナーも開催しました。

企画展「絵葉書に見る100年まえの沼津」開催状況

体験コーナー・石
いし

臼
うす

挽
ひ

きの様子

絵はがき「伊豆西浦漁場ノ一部」

魚見のある風景⑰　西浦足保片
かた
瀬
せ
・小

こ
足
あし
保
ぼ

　この絵葉書は、表面（宛
あて

名
な

面）の体
てい

裁
さい

から大
正７年（１９１８）から昭和８年（１９３３）までの間
に製作されたと考えられるもので、袋入りの５
枚セットの内の１枚です。外袋には『伊豆ノ勝
地西浦名勝絵葉書』とあり、西浦の渡辺薬店が
発行したものです。
　写真中央左に電柱があり、その先端付近に３
艘
そう

の漁船が見え、その左にも１艘の漁船が見え、
その船に向かって中央右の岩

がん
礁
しょう

から竹を束にした
と見られるアンバ（浮

う
き）が点 と々延び、船を過

ぎると半円形になっているようです。この形から
定
てい

置
ち

網
あみ

の仲間の根
ねこ

拵
さい

網
あみ

のようです。この当時の
『西浦村誌』によれば、西浦では久

く
連
ずら

から久
く

料
りょう

までの各地域で根拵網漁が操
そう

業
ぎょう

されていたようです。
　根拵網は末端の「Ｕ」字形の囲いの中に魚群が入る
のを待って、その口を引き上げて塞

ふさ
ぐ必要があり、口

が広くて入りやすい反
はん

面
めん

、逃げ出すことも容易で、網
の中の様子を常時見

み
張
は

っていなければなりません。そ
のために網の様子が見える高いところに見張台を設け
る必要があります。その見張り台である魚

うお
見
み

櫓
やぐら

が右上
の林の上に小さく写っています。

　魚見櫓は、四本柱の二階建てで、二階には切
きり

妻
づま

屋根
の小屋が設けられています。小屋の外壁は下

した
見
み

板で囲
われているようで開口部が見えませんが、裏側の海が
見える側が広く開いていると考えられます。
　正確な位置は不明ですが、背景の静浦山地の象山（徳
倉山）の形から、西浦足

あし
保
ぼ

の片瀬から小
こ

足
あし

保
ぼ

の海岸付
近と推定されます。


